
「馬曲温泉公園の今後に対する意見募集」結果概要について 

 

１ 公募の概要 

意見受付期間 令和 7年 10 月 14 日～11 月 10 日 

受付総数 8 名 

 

２ 意見の概要 

 ◆運営継続を希望する意見 

 【施設に対する意見】 

  ・内湯と外湯を併設するための建て替えは必須 

  ・露天だけの運営で良い 

・薪ボイラーの導入により、林業活性化やゼロカーボンに向けた取り組みを進めて欲しい 

  ・電気料金の抑制に向け、小水力や太陽光発電を利用して欲しい 

  ・誘客に向けてジム、漫画、ゲームなど温泉以外の利用目的を持つことが重要 

  ・村内で唯一、交流・憩い・保養の役割を持った施設であるため、持続可能な施設として再建

を願う 

  ・年間 5万人が利用している施設であり、閉鎖は木島平村を訪れるきっかけを失うことになる 

 【運営に対する意見】 

  ・食事を提供できる施設であるべき 

・木島平米に特化した食事を提供することが望ましい 

  ・21時までの営業日を検討するなど、柔軟な営業時間の設定が必要 

  ・観光客よりも村民に利用される施設であるべき 

  ・以前は安価な料金や無料券があり、食事を兼ねて施設利用をしたが、現在の料金では食事も

出来ないため、利用する機会が減ってしまった 

  

  



◆施設の廃止を希望する意見 

 【村の財政状況を踏まえた意見】 

 ・村の現在の財政状況からして、多額の費用を要する再建（大規模修繕）は行うべきでない 

 ・将来的に採算の取れる見込みが無く、これ以上税金の投入はすべきでない 

 ・閉鎖に伴い、解体に多額の費用を要する想定であるものの、収益を見込めないモノに対して

コストを費やすよりも、他の必要とする事業に財源を使うべき 

 【利用者に関する意見】 

  ・来訪者の増加や運営施設の収支改善が図れない以上、将来的な安定経営は困難 

  ・利用者の増加が見込めない現状からすれば、閉鎖はやむを得ない 

  ・特別な効能が無い泉質であり、村民はわざわざ馬曲温泉へ行かず、自宅の風呂で済む 

  ・インバウンド利用者を当てにせざる得ない状況であるが、村の現在の状況を見ても（施設の

大規模改修を行ったとしても）利用者の増に繋がるとは思えない 

 【運営に対する意見】 

  ・昨今の熊被害の事を考えると、外湯は安全性に問題がある 

  ・施設の老朽化に対する計画的な更新、経営改善に向けた取り組みが不十分であった 

  ・村民からすると、利用のほとんどは夕方以降であり風呂からの景色は重視していないため、

内湯の利用が必要になるが、近隣に安価に利用できる施設があるため足が向かない 

【その他意見】 

  ・施設閉鎖を行い、今後の村としては「子育てや生活環境の整備」「農業と併せた移住対策」

などに注力することが必要 

  ・源泉揚湯ポンプは停止しないこととされているが、先々村が運営を行う見込みが無いなら

ば、営業終了後直ちに停止し、無駄に税金を使わない決断が必要 

  ・廃止後の施設利用として、公園整備を行い、夏場の水遊び施設や撮影スポットなどにするこ

とが良い 

  ・ポンプ・ボイラーの運転に係る経費、内湯の再建経費、ボイラーの更新をせず最低限の対応

で村が運営した場合の経費。それぞれを示してほしい 

 


